
ドローン対処の切り札
～HPM技術の早期装備化へ向けて～

近年ドローンは自爆や偵察等広く使用されており、脅

威となっている。そのようなドローンには、高出力マイ

クロ波（ＨＰＭ）の照射による対処が期待されている。

現在、車両搭載の大型HPM装置及びドローン搭載の小型

軽量HPM装置の研究を実施している。

HPM装置の運用イメージ
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管制装置

電源車

重要防衛関連施設等

車両搭載HPM装置
による多目標対処

ドローン搭載HPM装置
による遠距離目標対処

ドローン搭載HPM技術への取組

● HPM照射技術の確立

● 屋内原理実証

● リーサリティ評価

(H26～R2：研究試作）

● ドローン対処のHPM管制

● 屋外実証

● 早期装備化

空中線装置

管制装置

運搬車

(R4～R8：研究試作）

●機動性の向上

●効果的なHPM波形出力の実現

●量産化（コスト低減）(R10以降）

● 新たなHPM発生方式の検討

● 小型・軽量化

● 将来システムの技術的な可能性検討

発生器

電源系

アンテナ

HPM照射装置の
性能向上
(R6～R10）

●ドローン搭載性の検証

●管制技術

●ドローン対処の実証実用化へ向けて
（R11以降）

HPMの特徴
・光速で目標まで到達
・電力のみで低コスト対処可能
・弾切れなし（弾薬補給不用）
・ビームが広がるため複数同時対処可能
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HPM装置の運用イメージ

車両搭載HPM技術への取組

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

車両搭載HPMの研究

ドローン搭載
HPM発生技術の研究

ドローン搭載
HPM技術の実証

車両搭載HPMの開発車両搭載HPMの研究 車両搭載HPMの開発


